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概略評価・パフォーマンスレベルの考え方について

兵庫県薬剤師会 常務理事 住谷 庸子

改訂コアカリにおける実習生の評価について

(1)薬学臨床の基礎(臨床における心構え)
生命の尊厳と薬剤師の社会的使命及び社会的責任

(2)処方せんに基づく調剤
処方監査と疑義照会
処方せんに基づく医薬品の調製
患者・来局者対応、情報提供・教育
医薬品の供給と管理
安全管理

(3)薬物療法の実践
患者情報の把握
医薬品情報の収集と評価・活用
薬物療法の問題点の識別と処方設計及び問題解決
薬物療法の効果と副作用モニタリング

(4)チーム医療への参画
医療機関におけるチーム医療
地域におけるチーム医療

(5)地域の保健・医療・福祉への参画
在宅(訪問)医療・介護への参画
プライマリケア、セルフメディケージョンの実践
地域保健(公衆衛生・学校薬剤師・啓発活動)への参画
災害医療と薬剤師

概略評価 実務実習記録(レポート)による評価
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今日のお話

1.概略評価とは

2.概略評価をより理解するために

概略評価(ルーブリック評価)

学習者がどの段階にいるのか評価
～ 概略評価 ～

ルーブリック
パフォーマンスを段階的に、多面的に評価するための

評価基準を文章で表現したもの

学生が到達している
パフォーマンスの質の基準

優秀 良 平均的 要再学習 評価の利点

・学習者と評価者の双方に
評価を可視化
・同じルーブリックで評価
→結果、プロセスを評価
できる
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アンケート結果調査(受入薬局)から

・薬物療法の実践(処方設計と薬物療法)…あまり出来なかった ３割！
・評価表の文言が抽象的で評価しにくい
・一部はできていても、一部はできていない場合など評価しにくい
・パフォーマンスレベルの「すべての」という表現の解釈！

概略評価について

段階決定のポイントは何か知りたい

具体的な
パフォーマンスレベル例

第２→３段階?
評価者としての
視点の育成
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薬局実務実習指導手引きの使い方・構成について

目 標 パフォーマンスレベル 具体的 目標 伸長度の確認

視 点 評価の基準 チェックポイント

ア イ ウ エ

オ カ キ

「領域A」「STEP2」の例

「STEP 目標」
実習生が目指す目標

「パフォーマンスレベル」
目標をより具体的に、

行動(ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ)の状態(ﾚﾍﾞﾙ)として表現

「具体的な目標」
パフォーマンスを具体化したもの

1

2

3
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「伸長度の確認」
具体的な目標への到達度

「視点」「評価基準」
実習生の伸長度を確認するための尺度、

着眼点と指標

「チェックポイント」
目標への到達度、

実習生の伸長度を確認する際の具体例

4

5

6

「実習の意義＆ねらい」
実習生のモチベーションアップに繋げる

「実習の例示」
学習環境・方略の一例

「改訂モデル・コアカリキュラムのSBOs」

7

8

9

概略評価について
処方設計と薬物療法の実践

段階決定のポイントは

薬物療法における効果と副作用の評価

何回か携わっていると第2段階→第3段階？
文言を具体的に落とし込む？
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概略評価について 処方設計と薬物療法の実践

訴えから状態推測、提供すべき必要な情報がわかる。
学生の能力に応じた患者に対して継続して指導。処方内容、患者情報を分析し、
状況に合わせた薬情の作成ができる。薬情を利用して服薬指導を行う。

医薬品情報と患者情報を
合わせた解析ができる

薬物治療に関する基本的な
評価と提案ができる

薬物治療の経過に応じた
対応ができる

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞすべき項目の抽出(併用禁忌・注意)、ｱﾄﾞﾋｱﾗﾝｽに関する問題点、副作用
早期発見(PDCAｻｲｸﾙ)、患者説明・薬歴記録、検査値等から効果確認と解析

副作用発現の有無、必要に応じた対応、医師への情報提供と処方提案、処方変更後の患者の服薬管理

Step4 Step3 Step2

Step4

Step3

Step2

薬物療法における効果と副作用評価

処方内容・患者からの情報を抽出し服薬指導に必要な情報に加工できる。
処方内容の妥当性を科学的根拠(治療ガイドライン等)を基に評価。
代替処方を立案できる。

医薬品情報や患者情報から
治療の問題点を認識する

薬物治療に関する基本的な
評価と提案ができる

薬物治療の経過に応じた
対応ができる

薬物治療上の問題点を正確に抽出・解析し、問題点の対応策を提案できる。
薬物治療の効果に関する継続的な管理(薬歴に次回の計画、指導内容・検討事項を記載)
臨床検査値から治療の効果や安全性を確認

効果・副作用発現を確認し、患者の治療上の問題点に対して具体的な対応策を提案できる。
問題点の解決策を医師に提案。服薬上の問題点や経過情報の要点を整理・薬歴に記載

Step4

Step3

Step2

概略評価について 処方設計と薬物療法の実践

概略評価表(例示) 処方設計と提案

観点 アウトカム 第4段階 第3段階 第２段階 第１段階

薬物療法の問題点の識
別と処方設計及び問題
解決

薬物療法の問題点の評
価に基づき、問題解決
策を提案、実践し、薬
物療法を個別最適化す

る。

薬物療法や生活習慣の問題
点を重要性や緊急性を考慮
して適切に識別し、現状評
価を正確に行う。
当該ケースにおける最善の
解決策を見極め、提案する。
論理的で実行可能な解決策
を実行に移し、その結果を
評価する。

薬物療法の問題点を主体的
に識別する。問題点の現状
評価を明確に行い、処方設
計や他の解決策について検
討し、論理的で実行可能な
解決策を明示し、薬物療法
の個別最適化を実践する。

常に、有効性、安全性、経
済性の観点から問題点の識
別と現状評価を行う努力を
する。処方設計を含めた解
決策について、主体的に検
討し、当該ケースの薬物療
法の個別最適化に努める。

薬物療法の有効性、アドヒ
アランス不良や腎機能低下
時の投与量などの基本的な
安全性の問題点を識別し、
現状評価を行い、必要な処
方設計を行う。

※薬物療法の問題点の評価
は、(3)①患者情報の把握
及び②医薬品情報の収集と

活用に基づく

Step4 Step3 Step2
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第4段階 第３段階 第２段階 第１段階観点 アウトカム

患者情報の把握
薬情利用の服薬指導
医薬品の適正使用
代替処方立案

患者情報から
処方提案
薬物治療継続的
管理

施設間連携
医師への処方提案
(問題点・対応策)
処方変更後の
服薬管理

理想像・見本
本物の薬剤師

指導薬剤師が
いなくても
自分でできる

指導薬剤師の元、
おおまかな業務
が出来る

やってみる

患者情報から
問題点に気づく
情報の活用薬物療法の

問題点の識
別と処方設
計及び問題
点

薬物療法の問
題点の評価に
基づき、問題
解決策を提案、
実践し、薬物
療法を個別最
適化する

まとめ

各段階での明確な判断基準を示す(行動の具体化)

指導薬剤師間で共通の認識を確認

定期的に「概略評価」をして成長度合いを実習生と再確認


